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基礎 スペ イン語教育 についての覚書
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序 言
私は本学 スペイ ン語学科 の一員 として,専 門科 目やゼ ミナールの他に,
基礎文法 と講読演習 も担 当 している。 また,他 大学 や社会人対象の場所で
基礎文法 ・会話を教えた経験 もある。 なお,私 の専門は ラテ ン ・アメ リカ
文学である。
本学では約17年,そ れ 以前 を含めればかれ これ20年 ほ ど,ス ペイ ン
語教育に携わ って きたが,以 下は,そ の ような人間の基礎 スペイ ン語教育
に関わ る独断 と偏見 に満ちているであろ う説 であ り,今 後絶えず修正 しな
ければな らぬ よ うな ノー トにす ぎない。 たかだか20年 ほ どの私的体験 の
正 直な告 白を紙数の許す範 囲で行な うことを許 され たい。 以下,ス ペイ ソ
語 を教え る対象 と しての学生 であ るがa私 は中 ・高校での英語教育を一応
受けた 大学生(語 学が 特に 得意 でない),社 会人 であ って 卒業後数年 を
経=,実務 ・私生活で特 に語学 に接 していなか った人な どを漠 然 と考 えてい
る。
1発 音について
スペイ ン語 との関わ りとい う点ではr私 の生 まれた ころアルゼ ンチ ンに
いて,や は りスペ イ ソ語畑 の父を持つ私の場合は変わ ってい るのか も知れ
ない。幼年時代に父が持 ち帰 って きた30年 代の タソゴ黄金時代の レコー
ドを,父 が手廻 し蓄 音器で よ く聴 いていた。 カル ロス ・ガル デルやその他
の歌手たちの遠 い歌声 を耳 に したのが,私 の初めて聞いたスペイ ソ語だ ろ
うと思 う。 その後 も少年 の娯 楽 として タソゴの レコ,_..ドを廻 した り,父 と
父の友人 たちが取 り交わす 会話の中か ら片言の スペイ ソ語 を とらえること
もあ った。高校時代 の反抗期か ら東京外語入学 までは英語 に力を注 いでい
てsカ セ ッ ト・テ._.,プの よ うな手頃な もののない時代であ った し,特 に ス
ペ イン語に関心は持 っていなか った。東京外語では スペイ ソ人教授1人 が
86 大 林 文 彦
外人教師 であ った。 若 いころ 共和政府か ら派遣 され,そ の まま帰 国され
ず,私 たちは父子で教わ った ムニ ョス先生であ る。私が知 った先生は晩年
の時分で,や わ らかいお声 の持主 であ った。学生時代は ムニ ョス先生 との
会話の時間以外は,学 校 にあ った リンガフォソのスペ イ ン本国版 の レコー
ドや,ガ ル シヤ ・ロルカの演劇 テープが二,三 利用で きた よ うに思 う。 オ
ープン ・リールのテー プレコー ダー(の 重い もの)を 自分用に買え るのは
一部 の金持 ちの学生だけであ り,フ ランス語 の学生な どは シャンソンの レ
コ 一ードを擦 り切 れ る まで聞 い た りしていたが,ス ペイ ン語の レコー ドな ど
高価 な リンガフォン以外はほ とん ど入手で きない時代だ った。会話が好 き
な同級生は丸善 などで当時あ ま り輸入 されていなか った英米のスペイ ソ語
会話の本("BrushUpYourSpanish"とい う古風 な挿絵のある本が 印象
に残 っている)を 入手 しT変 な熟語 をムニ ョス先生に連発 しては悦 に入 っ
ていた りした。私は学生時代は特に会話 目的 の勉強に集中 していたわけで
はない。 外語卒業後す ぐに中南米を訪れたが,日 常会話が通 じ,相 手 の言
うことも何 とか分か り,中 米か らペルーを経 てチ リーにまで至 った時,学
校 で言 う標準 スペイ ン語 とは程遠い,波 立つ よ うな早 口のイ ン トネーシ ョ
ンが じつに美 しい と思 った。広大なスペイ ン語圏の,ラ テ ン ・ア メ リカの
日常語 としてのスペイ ン語に よ り馳染んで きたのが,私 の場合である。私
はその後の中南米諸 国や短期のスペイ ン訪問 とい った実地体験,私 自身の
関心事を通 じて,ラ テ ソ ・アメ リカ,ス ペイ ンについてあ るヴ ィジ ョソを
抱 いてい る。それは私が生 きてきた過程 で作 り上 げ,ま た私の今後の生 と
も密接に関わ るものである。 スペイ ソ語圏 についての知識は,最 近の 日本
の よ うな世 界一 とい って もいいほ ど情報豊富 な国の ことだか ら,必 要 に応
じてかな り多量に得 られ るし,カ セ ッ ト・テ.._...プ,レコーダーrレ コー ド
の類 も安価 になった。 この広大なスペイ ソ語圏は平均的 日本人の 日常生活
とは縁遠 い世界なのであるか ら,学 生が この世界について 自分 な りの ヴィ
ジ ョンを もって,道 具 としてのスペイ ン語を学ぶ ことが不可欠である。 ス
ペイ ソ本国のカステ ィー リヤ語以外の,例 えぽ カタラソ,バ ス ク,ガ リシ
ャ語の説 明を して,カ タラソ,ガ リシャについての知識不足が普通の国な
のであ るか ら。
前置 きが長 くなって しまったが,大 抵の教科書では まず アル ファベー ト
の説 明後に個 々の発音練習に入る。 アル ファベー トについては,英 語以外
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の外国語知識の欠如 を露呈 してか,奇 怪 な咲笑や抑 えられ た笑い とともに
接す る学生が多い よ うに思われ る。大 方の学生はその後の学習 につれ て,
字母のあ るものについては 正 しい発音で記憶 していない(例 えばlate舗
Tと い うよ うに)か ら注意を要す る。英語 な らす く・出て くるのだか ら,こ
の点 は しつ こい くらい徹底 させ るべ きだ。
アル ファベー トが割 に簡単に発音で きるよ うに思え るので,個 々の発音
練習 に も気易 く入 り込め るのは利点であるが,学 生 には くれ ぐれ も外国語
の発=音には常 に最大 の注意を払 うよ う指導すべ きである。Rシ ヤ語 やその
他の言語 と違 い,ア ル ファベー トが楽に読め ると,つ い安易 で雑 な発音態
度でスペイ ン語 に接す る学生が多 く見 られ るか らである。 字母の綴 りや筆
記体 に関 して も,日 本人で英語に接 していれば特に抵抗 もないか ら,そ し
てスペイ ン語は ラテ ン語 由来なのだか らβ一マ字読みで よい,と い う教師
側の親切心 か らの手 引 きなどが,時 に この安易な傾 向を助長 してい る。 そ
れには,ス ペイ ソ語はや さしい,と い う大 いなる誤解が存 在 してい ること
も力になっている よ うだ。私は この誤解を誤解 として学生に徹底 させ るよ
うに してい る。
単母音につ いては比較的楽に教 えられ ると思 う。 日本語 アイ ウエオをは
っき り区別で きる人間な らぽ,個hの 母音発音に特 に困難 を覚 えないはず
であ る。時 に地方出身者 でこの うちイ ・工音 の区別 が明瞭でない1が あ
るが,私 はスペイ ン語母音の発音に関す る限 り矯 正で きる ように思 う。e
音,i音,o音 それぞれの開音閉音 の区別につ いては,個 々の単語内での
位置や文 ・句中での語の位置,発 音状況 などに よ り,そ れぞれの音が 自然
に発音 され るのだ と教えてい る。 この段 階でこれ らの区別を しなが ら発音
す ることは不必要であ り,ま た不可能な場合のほ うが 多い。む しろ}テ ー
プやnativespeakerの発 音を聞いて,そ の微妙 な違 いを とらえ るほ うが
有益であろ う。 もっとも,や は りこの段階では,耳 で この違いを とらrる
ことも不可能に近い。結局,単 母音では,U音 を特 に強 く発音す る必要が
あ ると強調(一 番nativespeakerから聞 き返 され る音 であ るか ら)し,i
音 も強 目に発音す るよ う指導 している。単母音の発音練習の この段階で単
語の発音を試みてゆ く。 アセ ソ トの規則を簡単 に説 明 して も,学 生は教師
の発音を まねてい る時 であ る。発音練 習の単語 で,日 本語 との連想を強 く
誘 う語(vacaなど)が あ.一)たりx英 語 とのみ比較 して外国語 らしか らぬ?
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音の単語 に接 して笑 う学生 には,英 語だけが外国語でない とい う初歩的啓
蒙を行 なわなければな らず,島 国 日本 の外国語教師の宿命であろ うと思 う。
gue,gui,que,quiにおけ るuに ついては,日 本 での ロ ・ーマ字 と異 な るの
で あ るか ら,uの 発音練習時 に必ず取 り上 げるのは言 うまで もない。結局
の ところ,私 は単母音の発 音練 習時 には,uに もっとも神経を使 っている
ことになる。
この時点での 単語の発音練習で,強 弱のアセ ン トと母音の長短 について
も説 明す る。 この うち アセ ン トのあ る母 音が,な い母 音に対 し2.1程 度
の長音 となるのが普通 だが,例 外的に短 い もの(casiなど)も あるので,
早 くも経験主義的 な注意 を与えな くては な らない。私 は経験主義的な教 え
方は初学者 に とって良 き刺激 とはな らない と思 うのであ るが。
次 いで二重母音 に移 る。二重母 音ではue音 」とuo音 とに特に力点を置
くよ うに してい る。 スペイ ソ語 は ローマ字読みで良い とい う固定観念めい
た ものを抱 く学生が,と にか く読めれぽ いい とい う雑 な発音方法で簡単 に
片付 けがちであ るか らであ る。下降二重母音では,語 末のiが 正字法上 の
習慣 でyと な ることを注意す る。三重母音では,uai(uay),uei(uey)の
発音を慎重 に練習す る。二重母 音,三 重母音の発音は 日本人に とって難 し
いので,nativespeakerの発音 に注意 し,練 習を重 ねるよ う指導す るわ
けであ る。
こ うして母音 の発音練習が一応終わ る。練習に よく使われ る単語で学生
が知 ってい るものは,Casa,rosa,sol,lunaなどであ ろ う(あ くまで主観
的 な印象にす ぎないが〉。 大多数 の学生 は,ス ペイ ン語単語の多 くは 自分
に とって未知の ものであ ろ うとい う予感 を この段階で抱 くようであ る。
次 に子音に移ろ う。両唇音b,vの 摩擦音化については,語 中での位置
や文中での語間の位置関係で 自然 に生 じる ことを説明す る。母 音間のそれ
についての説 明は理解 されやす い よ うである。私 としては,こ の段階であ
ま りに この摩擦音化に神経を使 う必要は ない と思 う。個 々の字 母を一応正
しく発音で き,基 礎文法 の習得 につれ,や さ しい会話を取 り交わす中で徐
々に体得す るほ うが よいのではあるまいか。
fに ついては,必 ず下唇 を噛む よ うに,噛 む ことを忘れ ない よ うに と,
素朴 な忠告を与える。与えない と噛 まない場合が実に多 く見 られ るか らで
あ る。
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歯間音c,ZがS爵 化す る現象 については丁本来の音 とS音 とを両方使
えるよ う指導す るのが一般的であろ うが,学 生の関心の対象地域がは っき
りとしてい る時 には,初 めか ら どち らか一方の音のみを発音す るよ うにす
るの も一つの方法ではないか と思 う。対象地域の人 々と会話を交わす際 に,
よ り白然 な好感 を持 たれ るであろ うし,礼 儀 だ と考え られ ない こともない
であろ う。 両方を区別 し,例 えば航空機 による急速移動に よ り,両 大陸間
の広 い地域 で活動す ることが 目標ではあるが,初 歩的段階では どち らかの
音を発音す るよ うに した方が心理的負担が軽いか も知れない。
tは 歯音であ るが,私 には歯茎 音化 した発音 もあ るよ うに思える。dの
摩擦 音化 については,b,vの それ と同 じ説 明を行な う。語尾で消える現象
について,カ ステ ァー リヤ語発音では舌先が 歯裏に来た感 じが息の流れで
分か るのに対 し,申 南米 では一般 に舌をdを 発 音す る位麗に移 さない よ う
に思われ るこ とを教え るが,学 生に とっては 口を開け っ放 しのほ うが楽に
違い な く,何 とな く雑 な印象を受 ける場合が多い。
いわ ゆ る巻舌のrに ついては,何 度 とな く練 習させ る他ない よ うだ。 ご
くあ ・.さりとこの音を出せ る者 と,な かなか発 音で ぎない者 とい るわけだ
が,と にか くこの 多振 動音を練 習に よ り発音で きるよう指導 しなければ な
らない。
1に ついては,rよ りも神経を使い,舌 先を歯茎 に固定 させた感 じで発
音す るよ うに練 習させ るよ うに してい る。
硬 口蓋音ではllが もっとも難物であろ う。 ジ ャ行 音化,ヤ 行音化(一
部地域 では シャ行 音化 も見 られ る)の 説 明を行ない,あ ま り強い ジ ャ行 音
化は下品 な印象 を与 えると教え るのであ るが,結 局はカ ステ ィ.__.リヤ語発
音,ま たは軽い ジャ行 音の どち らかを初めの うちは発音 していれば,し だ
いに種 々のll音 に慣れ て くるにつれ,そ れ らの意識的な 発音 をできるよ
うにな ると私 は思 うのである。 日本語),rR4..はない音 として,llやriの 発音
は慎重に行な う轡慣 を付け させ るべ きであ ろ う。
軟 口蓋音では,9やxの 摩擦音が どうして も弱 くなるので,こ の点に
留意 しなが ら練習 させ る。喉 の奥か らハ行音を出させ る練習を繰 り返すわ
けであ る。fの 下唇 を噛 む ことと,こ の摩擦音を正 しく発音す るこ とには・
絶えず注意を喚起す ることであ る。que,qul,due,9uちgue,9u1につい
て も}ロ ーマ字 と違 うとい うことで,よ く慣れ させ る。
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xに ついては,メ キ シコの例 に よく見 られ るよ うな,地 名な どでのs音
な どに も注意 してお く。 英語の影響か らか,い つ まで もhを 発音す る学
生 もいるのは論外なのだが,根 気をな くしては語学を教え られ ない。
二重子音については,流 動音の説 明か ら練習 に入 るのだが,特 にtr,gr,
drな どのrの 前 に 日本語母音オ ・ウな どが入 らない よ うに気を付けなが
ら練習を させ る。二重子音の正 しい発音が大切 な ことは言 うまで もない し,
日本人に とっては容易 とは言えないか らであ る。
音節 の分け方についての説明が終わ るとiア セ ン トの位置 をいわ ゆる三
つの規則 として教え,一 群の単語で発音 ・分節の練習をす る。 これは徹底
的に行な う必要があ るし,ま た時には半年,一 年後に も単語の分節練習を
行な うことも効果的であろ う。 例えぽidea,creeなどのアセ ン トを正 し
く付け られ ない場合が,そ れ らの時点にな って も見 られ ることは,決 して
珍 しい ことではないか らである。
スペイ ン語の短文や 日常 会話 の一節 を初学者に聴かせ ると,一 様 にその
速 さに驚 く。単語 その ものの発音 は,ど うにかや さしい気持で こなせ る気
分 になる学生が多いのではないか と思 うのだが,語 と語を組合せての文a
またその文 と丈 との組合せで成 りたつ会話 となる と話は別で,ス ペイ ン語
はや さし くないのであ る。 スペ イ ン語 は速い とい うの も実は一種の錯覚で
あ るか も知れず,人 間の ことであるか ら,nativespeakerにも早 口の人
あ り,遅 い人あ りだ し,状 況に よって さまざまなわけであ る。要 はまず耳
を慣 らす ことであ る。人 と人 との意志疎通 は言葉 な しで始 まると例 えば考
え,ま してスペイ ン語を とにか く知 ってい るのであるか ら必ず通 じること
を学生が信 じる とい うのか,知 るとよい と思 う。即 ち,ス ペイ ン語はや さ
しくは ないが,会 話はで ぎるよ うになる,と 学生 が思 うところで,文 法に
入 ってゆ くのが望 ましいのではあ るまいか。最近 の学生は,語 学をや ると
い うことは会話がで きることを意味す るのだ と思 ってい る者が多い くせ に,
自分は会話が苦手だ と思い込んでいる場合が多い。六年間の 日本の受験を
中心 とした英語教育 とは一 応離れ て,日 常の平易 なスペイ ン語会話はやれ
ばで きるのであ り,ス ペイ ン語 会話ができるな らば,フ ラソス語,イ タ リ
ヤ語のそれ も,学 習次第 で比較的楽に取 り組 め る,と い う意識を持 てれば,
英語 は何 と言 って もいちぽん長い時間をかけて基礎 を学んでいるのだか ら,
と思えない ものであろ うか。
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会話 には耳 を慣 らす ことだ,と 学生はそれ こそ耳 に タコがで きる くらい
に聞か され る。 テー プや レコー ド類が豊富に出廻 っているので,そ の点最
近の学生は恵 まれ てい る。恵 まれ ているい るのだが,時 に受身 な,一 種の
機械1[-1仰めい態度が 見 られ な くもない よ うだ。LLの ブースに入 りレシー
バ ーを当てていれば,自 分の レコーダーに カセ ットをかけてお きさえすれ
ば,自 然に 自分の発膏が 旨くな り,会 話がで きるよ うにな ると誤解 してい
るよ うな学生がいな くもない。昔の学生が レコー ドを擦 り切れ るほ ど何回
とな く廻 していた時 の よ うなs音 に対す る細心 の注意力が何 よ りも必要で
あろ う。会話 とい うものは,最 低基礎 文法 とある程度の単語の知識の上に,
あ る人がその人間の条件 とい うか,教 養 と言 って もいい ものの上 で,あ る
相手 と必要 に応 じて肉声で交わす ものであ るか ら,た だ単に文法 ・単語 力
があ り,耳 が慣 れていて も,そ れだけ で会話が できる もので もない ことは
力説 しておいて よいのではあ るまいか。
以上の発音について記 してきた諸点は,私 が一一人 で発音か らスペイ ン語
を教え る場合に留意 してい るこ とであ り,そ の際 テー プも補助教材 として
使用す るがa発 音のみを外人教師が担 当してい る場合 で も,学 生の発音 に
対 して私が矯 正 しなけれぽ ならない時には同様の注意 を払 ってい る。発音
指導 はnativespeakerに担当 して もらうのが無論理想的 であ るが,補 助
教 材 としての ヴ ィデ ィオ ・テープが今後大いに活用 され るであ ろ うし,ま
たすべ きである と信 じてい る。視覚面か らもヴィデ ィオは,ス ペイ ン語圏
についての ヴ ィジ ョン形成に とて も有 用であ るに違い ない。
II動 詞について
スベ イ ソ語基礎 文法の習得が,動 詞 のさまざまな用法を軸 と して行 なわ
れ る以上,活 用形か ら始 まる多様 な事項 についてすべてを挙げ ることは到
底不 可能 であ り,こ こでは 日頃特に留意 してい る点 を中心に して記 してゆ
きたい。
私は高校時代に本年逝 去 された0.ヴ ァカー リ氏の 『英 文法通論』 を父
の書棚に発見 し,古 い紙 魚にや られ たその本 を 日々蟻 の よ うな歩みで学ん
でゆ くうちに,以 前 は よく分か らなか った英語(学 校では"Jack&Betty"
の教科書で,W.IrvingやHawthorneの短篇 な どがあ った)が よ く分か
るよ うにな った経験 を持つ。 『新 々英文解釈研究』 とい った 古典的参考書
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や,著 者名や出版社を記憶 していないが 『英 米現代文の研究』な ども読み,
高校三年 の時,現 在 は焼失 してい る当時野毛 にあ った横浜有隣堂本店二階
に通 じる木の階段を軋ませなが ら登 って行 った時のス リルを よく想い出す。
あの 洋書売場で初め て 買っ々/書 は,W.H.Hudsonの"FarAway
andLongAgo"のEveryman'sLibrary版であった。 寿 岳しづ氏の岩
波文庫の名訳 「は るかな国 とほい 翫[に 親 しんでいたの も,幼 年時代か
らの遠 い暗示があ ったか らか も知れない。私の学生時代には スヘ イン語の
原書は 日本では まだ 自由には入手 できず,初 めて手に入れた スペイ ンの本
はs東 京外語で宮城 昇先生が教科書 として使 用 されたB.PerezGaldos
の"Marianela"だった と記憶 してい るが,一 年生の教室で恩師会 田 由
先生に リーダーの訳 を当てられ,一一応訳せた時の喜 びは今で もあ りあ りと
想い出す。 もっとも,そ の時,文 中の中性代名詞loの 誤訳 を指摘 された
こともい まもって忘れ ないのであ るけれ ども。
この よ うに,私 は会話を通 じて よ りも本を読む楽 しみで外国語 に親 しん
でい った型の人間であろ う。古い タイ プなのであ る。 しか し,そ の私か ら
見 ると,会 話会話 と目の色を変える学生が多す ぎるよ うな現在,し っか り
とした読解力を身に付け ることも,真 の会話力を養成す る大 きな力 とな る
ことは説 いて止 まないつ も りであ る。中身が空虚な人間は,紋 切 り型の成
句をい くら暗記 した ところで,会 話はたちまち途絶 して しま うのである。
そんなわけで,ど ちらか と言えぽ,私 はや さ しい会話 よ りも先 に,少 しで
も文章が読め るよ うにな ることに喜びを見出す よ うであ り,そ のための学
習では動詞活用練習は 苫には ならなか った。英語 しか知 らず にスペイ ソ語
動詞の活用形 に初めて接す ると,た だその数の多 さとい うか量 に圧倒 され
た よ うに感 じる学生 が よくいる ものであ るが,こ の点ばか りは,い わゆ る
学習意欲の効果的な喚起法が闇題にな り,そ の よ うな決定的でかつ普遍的
な方法は まだない以上,あ る目的のための手段,道 具 としてスペイ ン語を
や るのであ るか ら,最 低限必要 な努力であ りzuし みであ ると説いた りす
る。 喜びは常 に 苦 しみの 後に来 る ものであ り,涙 な しに 訪れては くれ な
い,な どと。
スペイ ン語動詞 の不定 形が三種類であ ることはT教 え る上で非常に心 の
負担 が軽 くな るような気がす る。 四種類 も五種類 もある外国語を教え る人
の気持を無意識 の うちに推 し量 ってい るのであろ う。
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不定形 と言えば,語 末のrをnativespeakerはよく巻香のrti`r".Uで発
デfするが,こ れは恐 ら く,不 定形であ ることに相手の注意 を惹 くためであ
ろ う。 不定形の用法は,基 礎文法では もっと後に説明 し,直 説法現 在か ら
入るのが もっ とも…般的 であ る。
直説法現在の活用形 と用法の説 明時に,動 詞の法 の説 明を行な うわけで
あ るが,話 し浜の判断を よく表わ してい る法 とい うものを簡潔 に頭 に入れ
ておかない と}接 続法の学習時に困惑す ることになろ う。高校時代の英文
法学 習時 に,こ の法について よ く理解 しなか った学生が 多い よ うに感 じる
か らであ る。
この法は法 それ 自体 として一一つの形 を示すのでは な く,あ くまで動詞活
用語尾 中に,人 称 ・数 ・時制 ・態 な どと同時に含 まれてい るのであ るか ら,
活用形が,つ ま り活用語尾 がいかに大切かを学生 に銘記 させ る。 これは活
用練 習の際 に,細 心 の注意をアセ ン トにお くことで もあ る。tomoとtom6
の違 い,tomsとtomeの 違いな どの よ うに,ス ペ イ ン語 では アセ ン トの
位置,弱 勢語の区別 音 としての価値が重要であ ることな ど,こ の段階では
動詞の活用練習は発 醇練習を も兼ねて行な うこととなる。直説法現在形の
発音では,三 人称複数形のアセ ン トを最終 音節 にお く学生が必ずい る もの
であ る。Carmenのよ うな覚えやすい 単語 とともに,s,nで終 る語の アセ
ン トの位置を繰 り返 させ る。 もっとも,こ の点 はalguienなどの語 で も同
様の繰 り返 しが よ く現われ るので,こ ちら も根気 よく繰 り返す他 ない よう
であ る。素朴 な注意 の ようだが,活 用形は何度で も書いて覚 えることを徹
底 させ るよ うに してい る。 ある活 用形 をいつで も完全に正 し く書け る こと
が,正 確 な発音に結び付 くと}ら れ るか らである。
ところで,直 説法現在は,つ ま り現在であ り,だ か ら訳語は 「～す る」
の一点張 りで,「 ～ してい る」 と訳せない 学生がそ う少 な くもないのであ
る。 スペ イン語 の直説法現 在は,い わゆ る現在進行形 と強調の助動詞を付
けた形(英 語の場合)と を含んでい るのであ るか ら,こ うした現象 を避け
るため,「 ～ してい る」 とい う訳語か ら出発 したほ うが よい よ うに思 う。
この 「～す る」 とい う断定的 な調子 と 「～ してい る」 との区別 は,文 脈,
状況に応 じて学生が判断す るのであ るか ら,こ の ことも力説す るのであ る。
規則動詞の活用練 習 と,ser,estarに始 まる不規則動詞 の活用練習 とを
比較 した場 合,私 には不規則動詞の教 科書中での適切 な配置があれ ば,不
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規 則動詞 の丸暗記式練習はさほ ど苦 しくはない ように見受け られ る。何 と
言 って も覚えに くいのは,語 根母音変化動詞 と,正 字法上の変化を必要 と
す る ものや不定形が 一iar,-uarで終わ る動詞の よ うだ。20才 位 の外国人
が20才 位 の判断力を備えていなが ら,hablo,hablas,…・とか,muero
mueresと唱/る のであ るから,時 に砂を噛む想いであろ うことは想像で
きな くもないが,語 根母音変化動詞の直説法現在形は比較的容易 なのであ
る し,ま た何度誤 まって も,半 年,い や一年位はその方が 自然であ り,外
国語 を学ぶ 日本人には宿 命的な ことの一つ なのだ,と 説いた りしてい る。
基礎文法の習得 と読解 ・会話力養成を結 び付け る上で,平 易で 自然 な文
意の短文を用例 として多 く用いS所 々にやや長 い文章が文法復習 を兼ねて
用意 されs作 文 もあ る教科書をだれで も使いたい と思 う。 しか し,完 壁 な
教科書 とい うものは見出すのが難 しく,週 二,三 回の教室で教 え ることを
考えた りす ると,さ まざまな制約を受けざるを得 ない。現在 日本の大学で
は週ニ コマの授業 を,短 大で一 コマのそれ を,い わ ゆる(第 二)外 国語の
年間最低授業数 としてい るが,短 大の一 コマとい うのは絶望的な,文 化無
視を露呈 してい るよ うに思われ る。 これは脱線か も知れないが,公 立中学
校で英語 を週三時間授業 に縮少 して しま うよ うな発想に通 じてい るのであ
ろ う。英語 とスペイ ソ語 とは異 なる二つの外国語であ るけれ ども,母 国語
ではない言語を学 んだ体験は大いに物 を言 うのであ る(ス ペイ ン語学習の
上では,作 文 に よる表現 力に まず現われ る ように感 じる)。 この意味で,
公立中学校におけ る英語授業時間の縮少が,外 国語習得力の基盤 を衰頽 さ
せは しまいか,危 惧の念を抱 く。
さて,こ の よ うに週二 回程度の授業 で教 え る場合,haberとestar,ser
とestarの相違 の問題はか な り長い間学生の心の中でわだか まるのではあ
るまいか と思われ る。haberとestarの相違の方 は,日 本語が 「～い る
(ある)」しかない ことか ら来 るので,慣 れ るのは時間の問題だ と言え るよ
うだが,存 在 を表わすhaberよりは,ど うもestarの方が強い印象を与え
るよ うに感 じられ るのである。例 えばそれは人間以外の もの よ りも,人 間
の存在の場合で,Haymujeres.とか,Hubovarioshombresenlasala・
とかがす ぐピンと来 て分か る学生が意外に少ない ことを よく感 じる。
serとestarの相違はt外 国人に とって もっとも難 しい事柄 と考Lて よ
い と私は思 ってい るので,学 生に もまず そ う伝 えるわ けであ るが,中 で も
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形容詞 を伴 う場 合は,こ れだけに多 くの時間を費す ことが不 可能 なため,
学生に とハては,ス ペ イン語は難 しい とい う印象を与えるのではあ るまい
か といつ も思 うのであ る。ser,estarの選択 とい う時点で話 し手の判 断が
表われ てい るのであ るか ら,そ の判断 とい うことを頭 に入れ ることだけは
説 くのであ るが。
IEEE.説法現在 を教え ると同時に,主 格人称代名詞 とその 省略について も教
え るのが 普通 であ るが,こ れ は即 ち語順 の問題の第m歩 で もあ る。私 は主
語代 名詞の省略が常態 とい うか,自 然 なスペイ ン語であ る,と まず説 いて,
動詞活用語尾に細心の注意を払 う必要性を学生 に再確認 させ る。 明 らかな
敬意 などでは全然 な く,ustedを用 い な い で,こQuieremostrarmesu
pasaporte?などと問われ て,___.人称 で答え る会話 の場 合などを例に して。
語順 の問題は,自 分 の音感に沿 った好みの表現を してみた くな って来 た時
であ るとか,あ る強調の必要性 に応 じる場合 とか,い ずれ にせ よかな り高
度の知識が求め られ る性質の事柄だ と私は思 う。基礎文法学習上 ご く初期
の段階では,語 順 に関 しては主語代 名詞の省略が 自然な ことであ るこ とを
理解 させれば よ く,学 生が作文(和 文西訳)を 行な う時は,(S+)V,(S+)
V十〇,etcとい った,英 語の標準文型に準 じた型で文を組み立て るよう指
導 してい る。でない と,英 語 になん とな く慣 れてい るよ うな感 じを持つ多
くの学生に とって,ス ペイ ソ語は何 との っぺ らぽ うな言葉 であ ろ う,と い
うIUDを与 えて しまいそ うなので。
語根母音変化動詞 の直説法現在形が終 る頃再帰動詞 の説明に入 って行 く
のが普通なので,こ のあた りで基礎文法学習上私が留意 してい る点につい
て書いてみ よう。最近の学生は英語の再帰動詞(昔 は,反 射動詞1も あ っ
た)に ついてほ とん ど知識を持 ち合せ てい ない者がいて困 って しま うが,
とにか くこの難物を教 え る義務を持 ってい るのは私たちだ とい うこ とを忘
れ るわ けにはゆかないのであ る。大抵の人は,ス ペ イ ン語動詞に 自動詞が
少ない ので再帰動詞 を使 う(leVantarSe,aCOStarSeの例 な ど)の だ とい う
所か ら説 明を始め るのであろ う。 しか しfそ の後大いにこの用法が多岐化
し,つ いにはser,estarのよ うな 自動詞に も再帰形が見 られ る云 々と。 も
ともと 「文法」 とは規則であ って,生 きた言語文化 とい う躍動す る形態 の
中か ら,文 法学者が最大公約数的 な一連の規則 を抽 き出 し綴 り合わせた も
のが文法 であ るか ら,な どと説いてはみ るものの,再 帰動詞 に関 しては,
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一 応の用法説 明 とともに,経 験主義 の助 けを借 らざるを得 ない ことが しば
しばであ る。私 としては,直 説法現在 の枠内で 再帰動詞の説 明をとにか く
行な うのであ るか ら,三 人称単数形の再帰動詞 には とにか く特に気 を付け
るよ うに と説 くのであ る。SelevantaとSevendeとSevaと,これは
もっともや さしい場 合であるが}主 語代名詞の省略 とい うよく見 られ る形
態では,種 々の用法が… 見 しただけでは容易には 判別 で きな い か らで あ
る。
そろそ ろこのあた りで,学 生が辞 醤を索 いて動詞の不定形,形 容詞な ど
を見出す ことがで きるよ うになる。 これは余談だが,現 在は高橋正武氏の
「西和辞典』,『西和小辞典』(白水社),宮 城 昇 ・E.コン トレラス両氏監
修の,高 橋氏の 『西和』 の恩恵を 蒙 ってい るに 違 いない と私 の 想像す る
『和西辞典』(白水社)が あ って,初 学者はいわ ば無意識の うちに恩恵に与
か ってい るのであ る。私な どの学生時代には,も ちろん先人の大 いなる努
力に最大の敬意 を払 う者 であ るとはいえ,村 岡 玄氏の 『西和』 とr丸 善
あた りの回転陳列枠に差 し込んである 安 っぽい装丁のChicago大学編集
のPocketSpanishDictionaryなどで満足す る他なか ったのであ る。 同
1じポ ケ ッ ト版で もCollinsのもの とか,大 版 のApPletonの辞典を教 えて
もらったのは,高 学年にな ってか らであ った。 あの頃は,丸 善 の洋 書売場
で 目を皿の よ うに してスペイ ン語の本や辞書を探 した ことを俄 かに想 い出
す。
再帰動詞の第一歩の説 明 として,他 動詞 の 自動詞化を挙 げる。 それに関
連 してとい うか,勿 論他の機会で もいいのであ るけれ ども,ス ペイ ソ語動
詞 で,辞 書には他動詞 と して記載 されているが,文 中 目的語な しで 自動詞
として用い られ ることが よくあ ることを必ず説 明す るよ うに してい る。頻
度や学術的な統計を参照 していない点 では,い ささか怠惰の誹 りを甘受 し
な くてはな らないか も知れないが,自 動詞の他動詞化に も学生 に注意 を与
えるよ うに している。
直説法(不 定)過 去 と同不完了過去 とについては,書 き言葉 を読む上 で,
現在 とともに基本を成す ものであ るか ら,普 通f(不 定)過 去を教 えてか
ら不完了過去に移 るのであるが,私 はその際再び(不 定)過 去 と対比 し,
区別す るよ う説 くことに してい る。あ る物語や事件 を書 き手 が表現す る時,
その物語や事件の筋その ものは(不 定)過 去が表わ しsそ れ ぞれの筋 とい
基礎 スペイン語教育についての覚書 97
うか,全 体の中の一 つ一つの出来事の背景や事情を不完了過去が表わすの
だ と補足的に説 明す ると初学者 には もっとも説得的 な よ うに感 じられ る。
物語や事件その ものを一つの演劇だ とすれば,不 完 了過去 は舞台装置や背
景にあたるとい うわけであ る。
直説法過 去で 初学者 にと って 分か り難iい場合が多いのは,Eseverano
estuveenEspana・の よ うな,過 去の持続的 な動作状態を示す場 合である。
これは話 し手の,過 去のある時点 において完 了 した もの とい う判断を示 し
てい るのであ るか ら,現 在完了の説 明に も関わ る問題であ る。現在 完了に
つ いては,ラ テ ソ ・アメ リカ諸国では,ア ルゼ ンチ ンの ように,会 話 では
現在 完了を全 くとい って よい くらい使わない例 もあ るこ とを,多 様 なスペ
イ ン語圏内の生 きた 言語形態の一つ として,こ の辺 りで紹介 した りす るの
であ るが,過 去を使 うか現在完了を使 うか,即 ち話 し手,書 き手のあ る過
去に起 きた事柄に対す る判断が左右す るのだ とい うことを理解 していない
学生がいつ もかな りい るよ うであ る。受験英語の暗 記物風 に,現 在完 了は
完了や経験を表わすiと 即座 に答えて満足気 な学生 が よく見受け られ るが,
象や ライオ ソを見た ことがあ る,と い うことを表現す るだけが現在完 了で
はないのだ とい うことか ら再出発を迫 られ るこ とが 多い。
直説法不完了過去(私 は教室では過 去に対す る半過去 とい う俗称 を便宜
的 に使 う)は,英 語 しか知 らない学生を相手 にす ることが多いので,こ の
時制が ラテ ン系の言語では独立 してい る便利 さか らまず説 くのであ る。勿
論,ス ペイ ン語の不完了過去の用法は,英 語 の過 去進行形や,過 去の習慣
を表わす助動詞を伴 う形 よ りも幅広 いので,学 生の側 には戸惑 いがあ るだ
ろ う。その点で,外 国人一般 にとって と同様,(不 定)過 去 と不完 了過去
との使い分け とい うか区別についてが,も っとも難 しい ようである。過去
において繰 り返 し行 なわれ た動作,い わゆ る過去の習慣 を表わす際に,期
間を限定 し,明 示す る場 合は(不 定)過 去を使い,さ もな くば不完了過去
を使 うとい うことも,学 生に とって理解 しやす くない場合が多い よ うだが,
結 論的 に断定す ることを許 され るな らば,あ る時制 とい うものが,話 し手,
書 き手の判断を表わ してい るとい うこと,つ ま り,こ の問題に限 らずrこ
の判断 とい う観点 に学生 を上手に導 くことが,今 後のスペイ ソ語理 解に通
ず る と考えるのであ るけれ ども,い かがな ものであろ うか。
動詞活用形の練習 について,こ の(不 定)過 去 と不完了過去 とを見た場
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合はr不 完了過去形は容易に覚え られ るよ うに感 じられ るが,(不 定)過
去形には時間を取 られ る。活 用形を覚え る上で,こ の直説法(不 定)過 去
形 をが っち りと覚 えることが重要 であ り,こ のいわば関門 とい うか壁 を越
えれば,残 りの活用形を覚 えるのがず っと楽にな る,と 教えてい る。発音
に関連 しての話だが,三 人称複数形 一ronの所に アセ ン トを置 いて発音す
る学生が この段 階において も依然 として少 な くないので,注 意を要す る。
しか し何 と言 って も::の 難物は,語 根母音変化動詞の活用であ り,難 し
いか らこそ乗 り越 え ると後が楽だ とい う代表の よ うに感 じられ るのであ る
が,教 師の説 く体験主義 には精神主 義の匂いを嗅 ぎとられ るよ うに感 じ,
後ろめたい。結局,語 根母 音変化動詞,特 に不定形が 一irで終わ るものの
活用形)rYYI__.はつねに最大限注意を払 うよ うに,と 忠告す るのであ る。
不完了過去 と(不 定)過 去 とについて最後 に一 言付け加 えるな らば,物
語体に よ く見 られ る(不 定)過 去の代 りに用い られ る不完了過去 と,い わ
ゆる歴史的現在 とに,学 生は初め戸惑 うことが よ くあるよ うであ る。
非人称形の中では,私 は過 去分詞の習得 に もっとも力点 を置 くよ うに指
導 している。過 去分詞の形その ものは比較的短時間で覚え られ ると思 って
いるが,形 容詞 として 自由 自在に使い こなせ ることが肝心であ る。いわ ゆ
る独立用法(述 語的 補語 や 目的補語であ った り,名 詞 ととも?y独立 した副
詞句を成す ものな ど)の 形容詞 と同 じもの として過去分詞が用い られ るこ
と,再 帰動詞,自 動詞,他 動詞 のいずれであ るかは過去分詞を見ただけで
は分か らないであろ うこと,ま ず受身に直訳 してみて文脈や不定詞 とを考
え合せ訳語 を決定す ること,な どがつねに与え る忠告である。
接続法 について,こ の よ うに限 られた紙面で触れ ることには,私 自身抵
抗感が強いのであるが,今 回挙げ るこ とが不可能 な他の多 くの事項中か ら,
あえて最少限の関心事を記 してみたい。まず第一 に,接 続法 とい う法 自体
と,さ らに名称 とに,学 生は正直 なところ奇異感を第一 印象 として抱いて
しま うと感 じられ る。英語のみの知識 しか持たないのであ るか ら,こ れは
当然の ことなのか とは思 う。私 はテ クス トな しで接続 法を説 明 しなければ
な らない時には,名 詞節での 用法を 例に 挙げ ることに してい る。 即 ち,
Esperoqueestudienustedes.のよ うな文例 によってである。Esperoと
い う直説法で表わ された文 は,話 し手 にとっての客観的事実をsestudien
ustedesなる文 は,非 客観的,仮 定的内容を表わ してい るのであ り,そ れ
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それがあ る事柄 に対す る話 し手の判断を表わ してい るとい う,こ の判 断か
ら説 明を始 め るのである。恐 ら く私の方法 は普遍的 では ないのであ ろ うが,
自分 自身を納得 させ る方法であ ったか らである。話 し手がなぜ ある法 を,
またある単語 を使 ってい るのか,そ こに働 いてい る話 し手の判断 とい うも
のを理解 しよ うとす る態度が,私 の基本的 な態度であるか らであ ろ う。
この話 し手 の事実 に関わ る判断 とい う点についてr私 の説 明で欠けてい
ると感 じることは,い わ ゆ る 接続法の感情表現 に 関 してであろ う。Me
alegrodequehayastenidoexito.とい う例を取れば,hayastenido
exitoは客観的事実を表わ してい るか らであ る。 これ については,同 一文
中で直説法 と接続法 とが用い られ てい る時,直 説法 の形が 聞 き手(読 者)
によ り強 く伝わ るか らであ ると教 えてい るのであ るが,私 も外 国人なので
あるか ら,こ の説 明は 自分 なが ら隔靴掻痒気味であ る。同 じく感情 表現の
判断に関わ るし,ま た仮言的内容等に も関わ ることであ るが,Esridiculo
queestudiestanto.や,Meimportabaquetecasases.などの文例 に
働いている判 断を理 解す ることが,初 学者 に とって もっとも難 しい ものの
よ うに思われ る。
最後になるが,接 続法(不 完了)過 去の学謝が,主 動詞 を現在か ら過去
に移 した用例復習 とい う形で行 なわれ るのでt私 と しては この段階で改め
て接続法現在の用法復習を兼ね て行な う必要 をつねに感 じる。 そ うでない
と,接 続法(不 完了)過 去の用法に慣れ るのに時間がかか るよ うに思われ
るか らである。現実には,週 ニコマ とい った条件の制約 を受け ざるを得 な
いのであ るが。
付 記
この小文は,本 学外国語研究セ ンターの共同研究活動を 目指す 「初習外
国語の効果的教育法」(仮称)の ための 基礎作 りの一端を担 う意図で書き
始めた ものであるが,結 果的には上記の内容 しか書 くことができなか った。
多くの事項について触れたか ったが,少 しのことしか触れられず,そ れぞ
れの内容は貧 しい。 しか し,スペイ ン語を教えている人間 としての一種の
義務感から書かざるを得なかったのであ りsその結果については私の浅学
菲才に責があることは十分自覚 しているつ もりである。
日本におけるスペイン語教育は,周 知の通 り英仏独語のような分野 と異
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なってまだ歴史が浅い。現在 ようや く,先人たちの努力の足跡を辿る有望
な研究者,教 育者たちの数が増えつつあ り,今後は基礎文法教育の分野に
おいても,現代に適合 した有効な方法が十分確立されることと思われる。
そのためにも,こ の小文について同学の諸氏から御意見,御 批判を頂ける
ならば望外の幸せである。
本稿を書 く際に,日 本におけるスペイソ語基礎教育の分野で,私 がつね
つね敬意を表 している神奈川県立外語短大教授岡田辰雄氏の0連 の教科書
(『スペイン語の入門』から 『わたしのスペイ ン語』に至る)を 参照 させて
頂いた。参考書としては,私 の読んだすべての本から何 らかの影響を受け
ているに違いないのであるが,ス ペイ ン語基礎文法教育について私 自身の
根幹を形成 して くれた本を下記に挙げることとした。
Harmer/Norton:AManualofModernSpanish,Univ.fiutorial
Press,London,1957(2nd.Ed.).
M.M.Ramsey:ATextbookofModernSpanish,H.Holt,New
York,1958(RevisedbyR.K.Spaulding).
H.Ramsden:AnEssentialCourseinModernSpanish,G.G.
Harrap,London,1959.
